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1．研究の目的と背景

本稿では，大学における学習（学修）支援の取り
組みの 1つである，具体的な学習内容に対する正課
外でのチュータリング（個別指導）による支援を扱
う。大学教育の充実・質保証を図る上で，学生の学

修履歴の多様化への対応は課題の 1つであり（
1973；中央教育審議会 2004），これに対する 1 つの
方策として学修支援の取り組みが挙げられる。文部
科学省（2020）が行った調査によると，学修支援環
境を整備している大学は 346 校（調査大学の
53.1％）に登る。また，学習支援の取り組みは多岐
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にわたるが，清水（2015）はこれを①学習に関連す
る情報の提供，②個別科目に関わる援助，③履修指
導・相談，④学生の学習を促す環境整備の 4つに分
類した上で，②個別科目に関わる援助がその中心で
あると述べている。本稿で扱うのはこの②に該当す
る，正課教育に関する学修あるいは正課教育に直接
関係しない学生の自主的な学習に対する正課外での
チュータリングであり，以下ではこの意味でチュー
タリングという語を用いる。
チュータリングの可能性を追求することの意義は
大きい。この取り組みには，学生が質問したいとき
に質問できる，個別に質問できる，学期を越えて継
続的に質問できるなどの利点があり，学生一人一人
のニーズに合った学習機会を提供することができ
る。そのため，学生はチュータリングを有効に活用
することで，自分のペースで質の高い学修を進める
ことができる。また，一対一のコミュニケーション
の中で学生の「認知プロセスの外化」（溝上 2014）を
自然に伴うことから，学びの質的転換（中央教育審
議会 2012）にも寄与するものと捉えられる。これら
の利点はこれからの大学教育を考える上で注目に値
する。
しかしながら，チュータリングの実施は決して手
放しで歓迎できるものではない。第 3章で詳しく述
べるように，その方法によっては，正課の授業課題
に対し，チューター（チュータリングを行う教職員
や学生）が学習を肩代わりしてしまう「課題代行サー
ビス」になりかねない（チューター本人にその自覚
がないことも少なくない）。そのようなサービスと
なれば，授業課題による学習効果が損なわれるのみ
ならず，正課外の取り組みによる正課への不適切な
介入という問題も発生してしまう。チュータリング
が大学教育に根付くためには，そのような不具合の
ないことを保証する方針・方法の整備が必要不可欠
である。
以上を踏まえ，本稿では大学教育におけるチュー
タリングの役割や潜在的な課題について整理し，そ
の解決方法について検討する。

2．チュータリングの役割

チュータリングの実施体制は大学によって様々で
ある。教職員が指導にあたる場合もあれば，教職員
が統括を行い実際の指導は 等の学生が行う場合
もある。
チュータリングの内容も多岐にわたる。アカデ
ミック・ライティングについての支援（以下，ライ
ティング支援）や基礎的な数学についての支援（以
下，数学支援）などが代表的で，その他にも
などの各種検定・資格試験や，教員採用試験などの
就職に関する採用試験の対策のための支援などが行
われることもある。ただし，1 つの内容に特化する
例も珍しくはなく，ライティング・センター等の名
称を持つライティング支援に特化した機関が少なく
ない。日本では 2004 年の早稲田大学ライティン
グ・センターの設立を皮切りに，ライティング・セ
ンターおよびそれに準ずるライティング支援機関が
相次いで設立されている。
チュータリングの役割として，1 つには学修が進
んでいない学生あるいはリメディアル教育の必要な
学生へのフォローが挙げられる。これは大学教育の
底上げを図る上で重要な取り組みである。学習支援
の実践報告でもたびたび言及されているように，学
内の教員あるいは特定の授業科目と連携するなど，
支援の必要な学生を利用に繋げるための仕組み作り
が重要となる。
上記に加え，チュータリングは授業外学修への教
育という機能も担い得る。この見方では，利用学生
は必ずしも学修が進んでいない学生という前提には
なく，どのような学生であっても利用すれば現状よ
りも一歩先へ進むためのヒントがある（と期待され
る）場としてチュータリングが実施される。チュー
タリングの利用は誰かに促されるものではなく，学
生の自主性による。つまり，授業だけではどうして
も手の届かない個々の学生への対応を行うことで，
授業内容の理解を促したり，学修方法（計画の立て
方など）について指導したりする役割をチュータリ
ングは担い得る。チュータリングは学習支援の一環
として実施されることが多く，「支援」という言葉の
響きからこの役割は見落とされがちであるが，これ
からの大学教育を考える上でこの役割も大変重要と
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言えよう。

3．チュータリングの潜在的な課題

チュータリングは単位の認定に直接関係すること
はないので，正課教育ではなく，正課外教育に分類
される。しかし，内容によってはカリキュラムに基
づく学修に関与するので正課教育と無関係とは言え
ず，その関係性について十分に検討する必要がある。
チュータリングを行う上でチューターが学生の学
びを代行するような行為は避けなければならないこ
とは自明だが，その理由として次の 2つの問題が考
えられる。まず，そのような行為はチューターが学
生の学びの主体性を奪ってしまうという教育上の問
題である。そして，支援によって学生が本人の習熟
度とは異なる成績評価を受けること（本稿ではこれ
を成績干渉と呼ぶ）で，正課における成績評価の正
確性が損なわれる可能性が生じるという問題であ
る。例えば，成績評価に大きく関わる授業課題に対
し，チューターが添削や解答を行い，学生の習熟度・
理解度を超える内容が加わった場合，授業担当者は
それを学生の学修成果と評価することになるので，
成績干渉が生じると考えられる。この問題は成績評
価者である授業担当者とチューターが異なり，両者
間で綿密に情報共有することが現実的に難しいこと
に起因する，チュータリング特有の問題と言える。
そしてこれは教育上の問題というよりも，正課への
不適切な介入という教学上の問題である。従って，
チュータリングと正課の関係を考えたときに，いか
にして成績干渉の回避を保証するかということが要
点となる。
このことは学内からの信頼性にも大きく関わると
言えよう。成績干渉（の疑い）があっては授業担当
教員からチュータリングについて理解を得ることは
難しい。また，学生からもチュータリングの利用を
不公平なことのように受け取られかねず，利用の有
無に関係なく，成績評価に対する学生の信頼への悪
影響も懸念される。
これまで成績干渉の回避に着目しチュータリング
の方法について考察された例は筆者の知る限りな
い。それに加え，成績干渉の回避を直接的にチュー

タリングの理念・方針に明文化している例もほとん
ど見られない（ただし，例えばライティング・セン
ターに多く見られる「添削をしない」という方針は，
指導対象の文章作成に直接的な関与はしないことを
述べており，成績干渉の回避を間接的に表現した例
と解釈することができる）。従って，成績干渉の回
避に着目した議論は本稿の独自性・新規性の 1つで
ある。

4．成績干渉を回避する方法

前章までの内容を踏まえ，本章と次章では，どの
ようにチュータリングを実施すれば成績干渉の回避
を保証できるかについて議論する。
第一に，当然のことながら，正課の学修（つまり
授業）に関連しない内容に対するチュータリングに
成績干渉の可能性はない。つまり，採用試験や検
定・資格試験等（以下，外部試験）の対策に成績干
渉の可能性はない。従って，チュータリングの内容
をこれらに限定することは，自明ではあるが成績干
渉の回避を確実に保証する 1つの方法である。ただ
し，外部試験であっても，例えば の得点が英
語科目の履修や学位プログラムの要件に関係する場
合などがある。しかし，そのような場合でも，試験
自体には学生本人が自力で取り組まなければならな
いため，成績干渉の可能性は十分に低いと言える。
つまり，試験の結果が本人の実力によるものと評価
できる場合には，成績干渉の回避が保証されると見
なすことができる。試験問題の秘匿性や公平性が担
保された外部試験であれば，この条件は十分満たさ
れると言えるだろう。
では，正課の学修に関連する内容へのチュータリ
ングの場合はどうか。この場合には，それが授業課
題に対するものかどうかが大きな分かれ目と言えよ
う。授業課題は多かれ少なかれ成績評価に直結する
からである。
まず，授業課題ではない場合というのは，具体的
には授業内容の理解・確認を目的とするものや中
間・期末試験対策などが挙げられる。先と同様で，
試験自体には学生本人が自力で取り組まなければな
らないということもあり，これらの場合の成績干渉
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の可能性は低いと評価できる。従って，授業課題を
対象外とした上でチュータリングを実施するという
方法は，成績干渉の回避を保証する有力な方法であ
る。
次に，授業課題に対するチュータリングの場合は
どうか。指導の仕方によっては，チューターの手に
よって直接的にあるいは間接的に改善・改良された
ものに基づき，成績評価がなされるということが簡
単に起こり得る。そこで，どのようなチュータリン
グであればそのようなことが起こらずに成績干渉を
回避できるかということが問題となる。特にライ
ティング支援は中間あるいは期末レポート課題など
成績評価への影響が大きい対象への指導であること
が多いため，とりわけ重要である。この問題につい
ては章を改め検討する。

5．授業課題へのチュータリングの方法

本章ではどのようにすれば授業課題へのチュータ
リングにおいて成績干渉を回避できるかについて議
論する。まずチュータリングの行為について整理
（第 1節）と分類（第 2節）を行い，その上で適切な
チュータリングの方法について検討する（第 3節）。
議論を明瞭にするために，具体例としてライティン
グ支援を取り上げながら進める。

5.1 チュータリングの行為の整理

チュータリングの行為には様々な種類があるが，
チューターが学生に対し働きかける行為と，学生か
ら情報を受け取る行為に大別することができる（も
ちろん，実際には両方が組み合わさった形になるこ
とが多いだろう）。以下に述べるように，本稿では
これらの行為をそれぞれ助言と傾聴に集約して扱
う。これにより，続く議論の見通しを良くすること
ができる。
学生に対し働きかける行為には，助言を始め，問
いかけや問題整理，提案，誘導，模範の提示，励ま
し，動機付けなど様々な形が考えられるが，助言以
外の行為もすべて助言の形で言い表すことができ
る。例えばライティング支援において序論・本論・

結論の区別が曖昧な学生に対し「序論はどの部分で
すか」とレポートの構造について問いかけることは，
「論証型のレポートには序論という構造があります」
と助言することと内容的に同等と見なせる。他の行
為も同様に助言の言い換えあるいは伝え方の工夫と
評価することができる。言い換えると，助言の別の
表現や一部として助言以外の行為があると理解でき
る。本稿ではこのような広い意味での助言を〈助言〉
と表す。つまり，チュータリングの行為のうち，
チューターが学生に働きかける行為はすべて〈助言〉
である。
次に，チューターが学生から情報を受け取る行為
には，学生の話を聞く，学生の書き記したものを理
解するなどの行為がある。これらの行為は，学生の
課題や状況を理解するためのものであり，広い意味
で傾聴と捉えることができる。本稿ではこれを〈傾
聴〉と表す。つまり，チュータリングの行為のうち，
チューターが学生から情報を受け取る行為はすべて
〈傾聴〉である。
まとめると，チュータリングの行為は「〈傾聴〉に
基づき〈助言〉すること」と理解することができる。
これはあくまで議論を単純化するために〈助言〉と
〈傾聴〉という言葉を用意したにすぎない。ところ
で，基本的には〈傾聴〉は学生の習熟度や問題意識，
思考の意図を正確に把握するための行為であり，〈助
言〉を適切に行うための行為であると考えられる（も
ちろん，学生が自分の考えを話すうちに誤りや解決
法を思い付くなど，〈傾聴〉のみによっても学生が自
発的に問題を整理し考えを進めるということはある
だろう）。従って，適切なチュータリングの方法に
ついて検討することは，適切な〈助言〉について検
討することと言い換えられる。

5.2 〈助言〉の分類

適切な〈助言〉について検討するため，〈助言〉の
性質に基づく分類を行う。〈助言〉の持つ性質とし
て，普遍的か個別的か，抽象的か具体的か，という
ことが考えられる（普遍的と個別的，抽象的と具体
的はそれぞれ対をなす性質である）。
1）普遍的な〈助言〉
普遍的な〈助言〉とは，着目している学習内容に
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関し広く有用であるものを指す。言い換えるとテキ
ストに書かれているような内容を伝えるものであ
る。例えば先の「論証型のレポートは序論・本論・
結論の構造で書くのが一般的です」という〈助言〉
は，論証型レポートを書く際にいつでも有用なもの
であるため，普遍的と言える。 （1945）は，教
育者が学習者に対し普遍的な助言を与えることの重
要性を指摘している。なぜならば，普遍的な助言を
受けた学習者は，教育者のいないときでもその助言
を思い出し，自力で課題に取り組むことができるか
らである。このことはまさにチュータリングにも当
てはまると言えよう。
2）個別的な〈助言〉
個別的な〈助言〉とは，特定の場面でしか用いる
ことのできないものを指す。例えば「この文は主語
と述語が対応していません」という〈助言〉は，学
生がそのとき取り組んでいる文書の特定の箇所にの
み言及するものなので個別的である（ここでの「個
別的」とは，「個別指導」のように学生に個別に対応
するという意味ではない）。
3）抽象的な〈助言〉
抽象的な〈助言〉とは，概念に言及するものを指
す。例えばパラグラフ・ライティングについて説明
する〈助言〉や「この接続詞は話し言葉です」とい
う〈助言〉は，パラグラフあるいは話し言葉という
概念について述べるものなので抽象的である。
4）具体的な〈助言〉
具体的な〈助言〉とは，具体例を示すものを指す。

「ここの接続詞は「しかし」が適切です」や「ウェブ
サイトを引用したときはこのように出典を記載しま
す」と具体的に書いて見せる〈助言〉は，具体的な
〈助言〉である。
普遍的か個別的かということと，抽象的か具体的
かということは互いに無関係であるから，これらの
性質に基づくと，〈助言〉を以下の 4つに分類するこ
とができる。
5）普遍・抽象的な〈助言〉
普遍・抽象的な〈助言〉とは，様々な場面に広く
用いることができ（普遍的），概念に言及する（抽象
的）ものであるから，テキストに書いてあるような
汎用的な知識に言及する〈助言〉と考えられる。

6）普遍・具体的な〈助言〉
普遍・具体的な〈助言〉とは，様々な場面に広く
用いることができ（普遍的），具体例を示す（具体的）
ものであるから，典型例を示す〈助言〉と考えられ
る。テキストの例文などもこれに分類される。
7）個別・抽象的な〈助言〉
個別・抽象的な〈助言〉とは，特定の場面でしか
用いることのできない（個別的），概念に言及する（抽
象的）ものであるから，例えば「この部分で反駁を
行うと効果的です」など，学生の学びに対し足場か
けとなる，助言らしい〈助言〉が該当すると言える
だろう。
8）個別・具体的な〈助言〉
個別・具体的な〈助言〉とは，特定の場面でしか
用いることのできない（個別的），具体例を示す（具
体的）ものであるから，手本を示す〈助言〉である。
例えば添削がこれに該当する。

5.3 成績干渉の回避

前節で整理した〈助言〉の四分類を用い，授業課
題へのチュータリングにおいて成績干渉を回避する
方法について検討する。
まず，普遍的な〈助言〉の場合，学生はその内容
を理解し身に付けなければ自分の具体的な授業課題
に適用・反映させることができない。そのため普遍
的な〈助言〉が成績干渉になる可能性はないと評価
できる。
しかし，個別的な〈助言〉は成績干渉につながる
と考えられる。特に個別・具体的な〈助言〉は容易
にその〈助言〉の内容をそのまま授業課題に適応・
反映することができてしまうが，このとき学生は必
ずしもその内容を理解し身に付けているとは限らな
い。従って，学生が本来の実力と異なる成績評価を
受けるリスクが高く，強い成績干渉になると評価で
きる。他方，個別・抽象的な〈助言〉は個別・具体
的な〈助言〉と違い，その内容をそのまま授業課題
に適用・反映することはできない。しかし，個別的
であることから，改善の余地のある箇所を指摘する
ことになる。つまり，本来は改善の余地のある箇所
を学生自身が見つけるべきところを，チューターが
代行して見つけてしまうことになる。しかしなが
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ら，そこからどのように改善するかは学生自身が考
えなければならないため，個別・具体的な〈助言〉
より成績干渉の程度は弱いと言える。
以上をまとめると，普遍的な〈助言〉は成績干渉
にはならないが，個別・具体的な〈助言〉は強い成
績干渉，個別・抽象的な〈助言〉は弱い成績干渉と
なる1)（図 1）。つまり，授業課題に対するチュータ
リングを行う際には，普遍的な〈助言〉を中心に行
うのが適切である。例えばレポートの書き方が分か
らない学生に対し一般的なレポート作成の手順や注
意点（引用のルールや文章の構成，根拠に基づく主
張の展開など）を説明する，または「文章のまとめ
方が不安」という学生に対し一般的な序論・本論・
結論の構成および結論の書き方を説明する，という
ように，学生の課題に具体的に答えることはせず，
課題を解決するための概念やその典型例を提示する
指導が成績干渉の回避につながる。
ただし，どこまで厳密に成績干渉の回避を考慮す
るかについては議論の余地がある。授業課題に対す
るチュータリングであっても，教育効果を優先し個
別・抽象的な〈助言〉は認めるという方針を立てる
ことは十分に考えられる。さらには，学生の学習へ
の不安や焦りを取り除くために，少しくらいであれ
ば個別・具体的な〈助言〉も許すという方針もあり
得ないことではない。この点についてはそれぞれの
機関で方針を検討すれば良いだろう。
また，普遍的な〈助言〉を中心に行うという方針
は，第 3章の最後で言及したライティング支援にお
ける「添削をしない」という方針を，肯定形で，か
つより正確に表現したものと評価できる。添削は個
別・具体的な〈助言〉に分類されるが，個別・具体
的な〈助言〉は添削だけではない。また，個別・抽
象的な〈助言〉であっても成績干渉の可能性がある。
そのため，「添削をしない」という方針で成績干渉の
回避を十分に保証することはできない。

6．結言

本稿では正課外教育の 1つであるチュータリング
における成績干渉の回避という課題に着目し，その
解決方法について検討した。この課題は，教育上の

問題というよりは正課教育への不適切な介入の回避
という教学上の問題に関係するものである。
まず，正課の学修（つまり授業）に関連しない内
容，つまり外部試験対策をはじめとする学生の自主
的な学習に対するチュータリングについては，成績
干渉の可能性はほとんど無視できる。次に，正課の
学修に関連する内容へのチュータリングの場合に
は，それが授業課題に対するものかどうかが要点と
なる。授業課題に対するチュータリングの場合には
成績干渉の可能性が無視できない。
授業課題に対するチュータリングの方法について
検討するために，本稿では，チュータリングの行為
を〈助言〉と〈傾聴〉に大別し，チュータリングを
「〈傾聴〉に基づき〈助言〉すること」と見なす単純
化を行った。その上で〈助言〉を普遍的か個別的か，
抽象的か具体的かという性質の違いに基づき 4つに
分類し，それぞれの成績干渉の程度を検討した。そ
して，普遍的な〈助言〉は成績干渉にはならないが，
個別・具体的な〈助言〉は強い成績干渉，個別・抽
象的な〈助言〉は弱い成績干渉になると結論付けた。
これらの結果は，チュータリングを実施するにあ
たり方針を立てる際に役立つものと期待できる。

注

1）ただし，個別的な〈助言〉であっても，仮に学生
が〈助言〉の内容を理解し身に付けた上で授業課
題に適用・反映したとすれば，厳密には成績干渉
とはならない。しかし，学生が〈助言〉の内容を
理解し身に付けたかどうかをその場で判定する
ことは現実的に困難である。そのため，本稿で
は成績干渉を引き起こす可能性がある時点で成
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図 1．〈助言〉の四分類と成績干渉



績干渉と見なすことにする。従って，個別的な
〈助言〉は成績干渉となる。
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